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(57)【要約】
【課題】複数の画像出力デバイスをターゲットとする原
稿編集を協業作業によって進めるような環境に好適なカ
ラーマネジメント・システムを実現する。特に、出力タ
ーゲットとする画像出力デバイスの組み合わせに適した
ＰＣＳを容易に設定できるようにする。
【解決手段】
　カラーマネジメント・システムに、ユーザが選択可能
な複数の出力デバイスの中から複数の出力デバイスを選
択するための出力デバイス選択手段（５１）と、これに
より選択さたれ複数の出力デバイスそれぞれの色域に基
づいて、所定のＰＣＳ生成方法によりＰＣＳを自動生成
するＰＣＳ生成手段（５３）とを備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイス依存のカラー値で記述された入力画像データに対し、前記デバイス依存のカラ
ー値をデバイス非依存のカラー値として解釈するための、前記入力画像データに関連づけ
られた入力側色変換パラメータと、前記デバイス非依存のカラー値を出力デバイスに依存
したカラー値に対応づける出力側色変換パラメータとに基づいて、前記デバイス非依存の
カラー値のなす色空間の部分領域（以下、ＰＣＳと記す）を仲介して、前記出力デバイス
に応じた色変換処理を行う色変換処理手段を備えるカラーマネジメント・システムであっ
て、
　ユーザが、選択可能な複数の出力デバイスの中から複数の出力デバイスを選択するため
の出力デバイス選択手段と、
　前記出力デバイス選択手段によりユーザが選択した複数の出力デバイスそれぞれの前記
色空間における色再現可能範囲（以下、色域と記す）に基づいて、所定のＰＣＳ生成方法
により前記ＰＣＳを自動生成するＰＣＳ生成手段とを備えることを特徴とするカラーマネ
ジメント・システム。
【請求項２】
　請求項１記載のカラーマネジメント・システムにおいて、前記ＰＣＳ生成手段により自
動生成される前記ＰＣＳは、前記出力デバイス選択手段によってユーザが選択した前記複
数の出力デバイスそれぞれの色域の共通部分より広いことを特徴とするカラーマネジメン
ト・システム。
【請求項３】
　請求項１記載のカラーマネジメント・システムにおいて、前記ＰＣＳ生成手段により自
動生成される前記ＰＣＳの境界を特徴付ける制御点は、前記出力デバイス選択手段によっ
てユーザが選択した前記複数の出力デバイスそれぞれの色域の境界を特徴付ける制御点の
加重平均で得られることを特徴とするカラーマネジメント・システム。
【請求項４】
　請求項３記載のカラーマネジメント・システムにおいて、前記ＰＣＳ生成手段は前記加
重平均の重み係数をユーザが編集するための手段を含むことを特徴とするカラーマネジメ
ント・システム。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項記載のカラーマネジメント・システムにおいて、前記Ｐ
ＣＳ生成手段は自動生成したＰＣＳの形状をユーザが編集するための手段を含むことを特
徴とするカラーマネジメント・システム。
【請求項６】
　前記入力画像データに関連づけられた入力側色変換パラメータを、前記入力画像データ
の前記色空間における色再現範囲（以下、色域と記す）が前記ＰＣＳの範囲に制限される
ように修正する色変換パラメータ修正手段を備えることを特徴とする請求項１乃至５のい
ずれか１項記載のカラーマネジメント・システム。
【請求項７】
　前記入力画像データの色域を前記ＰＣＳの範囲に制限する色域圧縮をユーザが編集する
ための色域圧縮編集手段を備え、該色域圧縮編集手段によって編集された色域圧縮の制御
パラメータに基づいて、前記色変換パラメータ修正手段は前記入力側色変換パラメータを
修正することを特徴とする請求項６記載のカラーマネジメント・システム。
【請求項８】
　デバイス依存のカラー値で記述された入力画像データに対し、前記デバイス依存のカラ
ー値をデバイス非依存のカラー値として解釈するための、前記入力画像データに関連づけ
られた入力側色変換パラメータと、前記デバイス非依存のカラー値を出力デバイスに依存
したカラー値に対応づける出力側色変換パラメータとに基づいて、前記デバイス非依存の
カラー値のなす色空間の部分領域（以下、ＰＣＳと記す）を仲介して、前記出力デバイス
に応じた色変換処理を行う色変換処理手段を備えるカラーマネジメント・システムであっ
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て、
　ユーザが、選択可能な複数の出力デバイスの中から複数の出力デバイスを選択するため
の出力デバイス選択手段と、
　前記出力デバイス選択手段によってユーザが選択した複数の出力デバイスそれぞれの前
記色空間における色再現可能範囲（以下、色域と記す）に基づいて、所定のＰＣＳ生成方
法により前記ＰＣＳを自動生成するＰＣＳ生成手段と、
　前記出力側色変換パラメータ及び前記ＰＣＳを保持する、ネットワークに接続されたサ
ーバとを備え、
　前記サーバに保持された前記出力側色変換パラメータ及び前記ＰＣＳを複数のユーザで
ネットワークを介して共有することを特徴とするカラーマネジメント・システム。
【請求項９】
　ネットワークに接続されたアプリケーション・サーバを備え、
　前記出力デバイス選択手段及び前記ＰＣＳ生成手段はネットワークに接続されたユーザ
ＰＣに対して前記アプリケーション・サーバより提供されることを特徴とする請求項８記
載のカラーマネジメント・システム。
【請求項１０】
　前記入力画像データに関連づけられた入力側色変換パラメータを、前記入力画像データ
の前記色空間における色再現範囲（以下、色域と記す）が前記ＰＣＳの範囲に制限される
ように修正する色変換パラメータ修正手段と、
　ネットワークに接続されたアプリケーション・サーバとを備え、
　前記出力デバイス選択手段、前記ＰＣＳ生成手段及び前記色変換パラメータ修正手段は
ネットワークに接続されたユーザＰＣに対して前記アプリケーション・サーバより提供さ
れ、
　前記ＰＣＳ生成手段は生成したＰＣＳを複数のユーザに通知する手段を含み、
　前記ＰＣＳ生成手段により通知されたＰＣＳが前記色変換パラメータ修正手段にデフォ
ルト設定されることを特徴とする請求項８記載のカラーマネジメント・システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、様々なカラー画像出力デバイス間のカラーマネジメントのためのシステムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　カラーモニタやカラープリンタ、複写機、あるいは印刷機のような、デジタル画像信号
に基づいてカラー画像を出力する出力デバイス間では、入力データに対する再現色の統一
を図る目的で、カラーマネジメントと呼ばれる画像処理が施される。
【０００３】
　このカラーマネジメントとしては、ＩＣＣ（International　Color　Consortium）の提
唱するカラーマネジメントの枠組みと、そのデータフォーマットであるＩＣＣプロファイ
ルが広く知られている。
【０００４】
　このＩＣＣの枠組みにおける色変換のプロセスでは、ＰＣＳ（Profile　Connection　S
pace）と呼ばれるデバイス非依存の色空間を仲介して、入力画像データが依存している入
力デバイス色空間から、出力機器の出力デバイス色空間への色変換が構築される。
【０００５】
　ＩＣＣではＰＣＳとして、ＣＩＥ１９７６Ｌａｂ表色系またはＣＩＥ１９３１ＸＹＺ表
色系の色空間、あるいは、それらの固定的な部分空間であるＰＲＭＧ（Perceptual　Refe
rence　Media　Gamut）が使用される。
【０００６】
　ＰＣＳ上で各デバイスが表現可能な色再現範囲は、色域（Gamut）と呼ばれる。カラー
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マネジメントでは、大抵の場合、入力デバイスの色域と出力デバイスの色域とが異なって
いるため、出力デバイスの色域からはみ出す入力デバイスの色域を出力デバイスの色域内
に対応づける色域圧縮（Gamut　Mapping）が必要となる。
【０００７】
　このような色域圧縮は出力デバイスの色域に依存するため、ネットワークを仲介して色
域の異なる複数種類のプリンタが利用できる場合、選択したプリンタによる出力画像を想
定して色を調整するユーザは、出力対象を切り換える毎に色調整結果の見直しをする必要
が生じる。
【０００８】
　これに関し、特許文献１では、複数の出力デバイスの共通色域に対して色域圧縮を行う
ことにより、これら複数の出力デバイス間での再現色の共通化を図る方法を開示している
。しかし、この方法では色再現範囲が出力デバイスの共通色域に制限されてしまうため、
互いに色域の異なる多種の出力デバイスが選択可能対象として存在する場合には、共通色
域が入力デバイス色域に対して矮小化しすぎるという問題を生じる（特許文献１の段落［
０００５］等の記載を参照）。
【０００９】
　さて、ユーザは必ずしも選択可能な出力デバイスの全てを出力対象とするわけではなく
、広色域のデバイスのみを出力対象としたり、これとは逆に狭色域のデバイスのみを出力
対象としたりするのが一般的である。また、広色域のデバイスと狭色域のデバイスを混在
させる場合であっても、色再現性を優先したいデバイスや、レイアウトだけ確認できれば
良いデバイスというように、出力デバイスには色再現性の優先順位がある。実際の運用上
では、出力したい個々の原稿に応じて、再現色の共通化を図りたい対象デバイスや、対象
デバイスの色再現性の優先順位が存在することになる。
【００１０】
　特に、広い色域のデバイスを優先したいのに、その色域よりＰＣＳが狭い場合には、彩
度やコントラストの不足が問題となる。逆に、狭い色域のデバイスを優先したいのに、そ
の色域よりＰＣＳが広い場合には、色が潰れるという問題を生じる。
【００１１】
　また、前述のような色再現性の優先順位は、共通の印刷物を分業・協業によって作成す
るようなワークグループでは共有されなければならない。しかし、共有の目的に特化され
ないＰＣＳでは、それを必要以上に広くとり過ぎる傾向になるため、ワークグループのメ
ンバ間での色再現性の優先順位の意識共有が難しくなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の主要な目的の一つは、様々な画像出力デバイスをターゲットとする原稿編集を
協業作業によって進めるような環境等において、出力ターゲットとする画像出力デバイス
の組み合わせに柔軟に対応し、適切なＰＣＳを容易に設定可能にしたカラーマネジメント
・システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するため、本発明に係るカラーマネジメント・システムは、請求項１に
記載の通り、
　デバイス依存のカラー値で記述された入力画像データに対し、前記デバイス依存のカラ
ー値をデバイス非依存のカラー値として解釈するための、前記入力画像データに関連づけ
られた入力側色変換パラメータと、前記デバイス非依存のカラー値を出力デバイスに依存
したカラー値に対応づける出力側色変換パラメータとに基づいて、前記デバイス非依存の
カラー値のなす色空間の部分領域（以下、ＰＣＳと記す）を仲介して、前記出力デバイス
に応じた色変換処理を行う色変換処理手段を備えるカラーマネジメント・システムであっ
て、
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　ユーザが、選択可能な複数の出力デバイスの中から複数の出力デバイスを選択するため
の出力デバイス選択手段と、
　前記出力デバイス選択手段によってユーザが選択した複数の出力デバイスそれぞれの前
記色空間における色再現可能範囲（以下、色域と記す）に基づいて、所定のＰＣＳ生成方
法により前記ＰＣＳを自動生成するＰＣＳ生成手段とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　なお、使用される用紙や色材（インク、トナー）等の選択により出力条件が変化する画
像出力装置の場合、出力条件に対応して用意されたプロファイル毎に別々の出力デバイス
があるものとして扱われる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のカラーマネジメント・システムによれば、ユーザが出力ターゲットとする複数
の出力デバイスを選択するだけで、それらの出力デバイスの色域に基づいた適切なＰＣＳ
を設定できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係るカラーマネジメント・システムが実現されるネットワ
ーク環境の説明図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るカラーマネジメント・システムの処理説明のためのブ
ロック図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るＰＣＳ編集ツールの機能的構成及び処理フローを説明
するためのブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態に係るプロファイル編集ツールの機能的構成及び処理フロー
を説明するためのブロック図である。
【図５】本発明の一実施形態に係るＰＣＳ編集ツールのユーザインタフェース画面の例を
示す図である。
【図６】図５のユーザインタフェース画面において、ＰＣＳ生成戦略の”共通”が選択さ
れた場合のＣ－Ｌ断面図の例を示す図である。
【図７】図５のユーザインタフェース画面において、ＰＣＳ生成戦略の”包含”が選択さ
れた場合のＣ－Ｌ断面図の例を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態に係るプロファイル編集ツールのユーザインタフェース画面
の例を示す図である。
【図９】ＧＭＡ名称として”定点引き込み”が選択された場合の色域圧縮についての説明
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を参照し説明する。
【００１８】
　本発明の一実施形態に係るカラーマネジメント・システムは、例えば、図１に模式的に
示すようなネットワーク環境において、インターネット２６で相互に接続された複数のサ
イト１７，２１，２５，３０にまたがるサービスとして実現される。
【００１９】
　コンテンツ制作サイト２１では、複数のコンテンツ制作者が、スキャナ、デジタル・ス
チル・カメラ（ＤＳＣ）等から取り込んだ写真画像やＣＧ・イラスト等（以下では、これ
らをコンテンツと総称する）をＰＣ（パーソナルコンピュータ）１８，４０，４１などで
現像・編集したり、これらＰＣのモニタや当該サイト内のプリンタ４２で確認出力を行っ
たり、完成したコンテンツをサーバサイト３０のリソースＤＢ（データベース）２８にア
ップロードしたりする。また、コンテンツ制作サイト２１では、後述のプロファイル編集
や、コンテンツへのプロファイルの割り付け（関連付け）を行うことができる。このよう
なコンテンツ制作サイト２１は、物理的に一つの執務空間に限定されるものではなく、例
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えばＰＣ１８が、ＰＣ４０，４１とは別オフィスに存在したり、遠隔地で使用されるモバ
イルＰＣであったりするような場合もあり得る。
【００２０】
　出力サイト１７は、オフセット印刷機４３や、レーザプリンタ４４、インクジェット・
プリンタ４５等、さまざまな出力装置で構成され、編集サイト２５からの印刷要求に従っ
て印刷出力を行う。これらの出力装置は、同じ部屋や建物内に設置される場合もあるし、
遠隔地に分散して設置される場合もある。
【００２１】
　編集サイト２５では、リソースＤＢ２８に蓄積されたコンテンツを素材として原稿編集
を行い、編集した原稿の印刷要求を出力サイト１７に対し発行して印刷させることができ
る。編集サイト２５では、出力サイト１７の各出力装置４３，４４，４５や、コンテンツ
制作サイト２１のプリンタ４２やＰＣ４１のモニタなどの出力装置群から選択される出力
装置を考慮したＰＣＳ（Profile　Connection　Space）の生成・編集を行い、このＰＣＳ
をサーバサイト３０のプロファイルＤＢ（図２）に登録するとともに、該ＰＣＳの識別情
報をコンテンツ制作サイト２１に配信することができる。編集サイト２５においても、プ
ロファイルの編集とコンテンツへの割り付け（関連付け）を行うことができる。
【００２２】
　ここで、ＰＣＳとは、Ｌａｂ，ＸＹＺ等のデバイス非依存の色空間の部分空間である。
また、プロファイルとは、前述したＩＣＣプロファイルのように、特定のデバイスに関連
して、ＲＧＢやＣＭＹＫのようなデバイス固有の色パラメータをＰＣＳの値に変換するた
めの色変換パラメータと、その逆にＰＣＳの値をデバイス固有の色パラメータに変換する
ための色変換パラメータ、および、ＰＣＳ内で、そのデバイスが出力可能な色の範囲を示
す色域（Gamut）情報をパッケージ化したものを指す。
【００２３】
　ＲＧＢプロファイルはＲＧＢを入力パラメータとするデバイスに関するプロファイルで
あり、同様にＣＭＹＫプロファイルはＣＭＹＫを入力パラメータとするプロファイルであ
る。プリンタのように出力色が用紙に依存するデバイスの場合、色再現特性の異なる設定
用紙毎にプロファイルが必要となることから、出力側の色変換パラメータであるプロファ
イルを用紙プロファイルと呼ぶことがある。入力側の色変換パラメータであるプロファイ
ルは、実際の出力デバイスとは異なるデバイス特性による色再現特性を規定していること
から、シミュレーションプロファイルと呼ぶことがある。
【００２４】
　以下では説明を簡易にするため、ＰＣＳの表色系としてＣＩＥ１９７６Ｌａｂを用い、
その色空間の部分空間をＰＣＳとして扱う。ただし、プロファイルをＩＣＣのものに限定
しなければ、ＰＣＳの表色系として、Ｌａｂ、ＸＹＺの他、ＣＩＥＣＡＭ０２のＪＣｈや
、ＩＰＴなどを用いることもできる。ＪＣｈやＩＰＴを用いると、計算処理は煩雑になる
ものの色変換に伴う色相の保存性（特に青紫周辺での色相保存性）が良好になるという利
点がある。
【００２５】
　図２は、本実施形態に係るカラーマネジメント・システムの処理説明図である。図２を
参照し、ＣＭＹＫ画像を入力データとする画像出力装置（例えばＣＭＹＫレーザプリンタ
）を出力デバイスとして選択した場合を例に、カラーマネジメント処理について、プロフ
ァイルと関連させて説明する。
【００２６】
　出力サイト１７において、画像出力デバイス１１（ここでは例えばＣＭＹＫレーザプリ
ンタ）に接続された画像処理装置のＲＩＰ（Raster　Image　Processor）２により、編集
サイト２５で編集された原稿画像データ１は画像出力デバイス１１の解像度に合わせたビ
ットマップデータに展開される。
【００２７】
　原稿画像データ１に埋め込まれたＲＧＢ画像データ１９のビットマップデータは、ＲＧ
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Ｂ画像データ１９に予め関連づけられたＲＧＢプロファイル２０に従って、ＲＧＢ→ＰＣ
Ｓ変換３により、設定されたＰＣＳの範囲内に形成されるＲＧＢ色域５上のＬａｂ値に変
換される。また、原稿画像データ１中のＣＭＹＫデータ２４のビットマップデータは、Ｃ
ＭＹＫ画像データ２４に予め関連づけられたＣＭＹＫプロファイル２３に従って、ＣＭＹ
Ｋ→ＰＣＳ変換４により、設定されたＰＣＳ内に形成されるＣＭＹＫ色域６上のＬａｂ値
に変換される。
【００２８】
　ここで、ＲＧＢ→ＰＣＳ変換３では、ＲＧＢからＬａｂへの色変換と同時にＰＣＳの範
囲内への色域圧縮が行われる。そして、変換後のＲＧＢ色域５はＲＧＢ画像データ１９の
元の色域をＰＣＳとの共通部分に制限したものである。同様に、ＣＭＹＫ→ＰＣＳ変換４
では、ＣＭＹＫからＬａｂへの色変換と同時にＰＣＳの範囲内への色域圧縮が行われ、こ
の変換後の色域６はＣＭＹＫ画像データ２３の元の色域をＰＣＳとの共通部分に制限した
ものである。
【００２９】
　ＲＧＢ色域５上のＬａｂ値とＣＭＹＫ色域６上のＬａｂ値はそれぞれ、ＧＭＡ（色域圧
縮方法）７，８により、画像出力デバイス１１の用紙設定に合わせたＣＭＹＫ色域９の範
囲に写像（色域圧縮）される。ＣＭＹＫ色域９の範囲に写像された２種類の画像のＬａｂ
データは、ＰＣＳ→ＣＭＹＫ変換１０によりＣＭＹＫ面順次データへと展開・合成されて
画像出力デバイス１１へ入力され、画像出力デバイス１１により出力画像１２として出力
される。ＧＭＡ７，８の制御パラメータ、ＣＭＹＫ色域９の情報、ＰＣＳ→ＣＭＹＫ変換
１０の色変換パラメータは、用紙プロファイルＤＢ１３から選択された用紙プロファイル
１４で与えられる。なお、ＧＭＡ７とＧＭＡ８は同一のものであっても良い。
【００３０】
　以上に説明したＰＣＳを仲介した一連の色変換処理を行う色変換手段１６は、図２では
ＲＩＰ２の後段の独立した処理手段として示されている。しかし、色変換手段１６の処理
をＲＩＰ２における処理の中に組み込んで、ＲＩＰ処理過程中のカラー値に対して実施す
るようにしてもよく、そのほうが一般的に処理効率は良い。
【００３１】
　用紙プロファイル１４は、画像出力デバイス１１に近いサイトのＤＢ（データベース）
である用紙プロファイルＤＢ１３に保持されているが、同一機種が異なるサイトで運用さ
れている場合など、汎用性の高い用紙プロファイルがある場合には、共有ＤＢであるサー
バサイト３０のプロファイルＤＢ２９との間でプロファイル情報の同期をとる処理が行わ
れる。
【００３２】
　編集サイト２５では、原稿画像データ１のＣＭＹＫデータ２４に対して、ＣＭＹＫ値に
対応するデバイス非依存のカラー値（本例の場合Ｌａｂ値）を規定するために、ユーザが
適切なシミュレーションプロファイル（ここではＣＭＹＫプロファイル）２３の割り付け
を行う。ユーザがこの割り付けを行わない場合には、予め定められたデフォルトプロファ
イル（例えば、Japan-Color　2001　Coated）がシミュレーションプロファイル２３に割
り付けられる。ただし、正確には、これらのシミュレーションプロファイルとして、後述
するように、設定されたＰＣＳに応じて色変換パラメータが修正（編集）されたものが使
用される。
【００３３】
　また、編集サイト２５の特権ユーザは、前述のように色変換手段１６における色変換処
理に適用されるＰＣＳの作成（生成・編集）を行うことができる。そして、そのＰＣＳを
、サーバサイト３０の共有ＤＢであるプロファイルＤＢ２９にアップロードするとともに
、コンテンツ制作サイト２１のコンテンツ制作者に通知することができる。
【００３４】
　図３は、ＰＣＳ編集ツールの機能的構成及び処理フローを説明するためのブロック図で
ある。図３において、５０はＰＣＳ編集ツールであり、これはサーバサイト３０のアプリ
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ケーション・サーバ２７から提供されて編集サイト２５のＰＣ２２上で動作する。編集サ
イト２５の特権ユーザは、このＰＣＳ編集ツール５０を利用しＰＣＳの作成（生成・編集
）を行うことができる。
【００３５】
　ＰＣＳ編集ツール５０において、プロファイル選択手段５１は、ユーザが、プロファイ
ルＤＢ２９に登録されているプロファイルの中から、出力ターゲットとして使用する複数
の出力デバイスのプロファイルを選択するための手段である。これにより選択されたプロ
ファイルのリスト５２がＰＣＳ編集処理手段５３に入力される。ここで、出力デバイスの
選択においては、用紙プロファイル毎に別々の出力デバイスが存在するものとして扱われ
る。より一般化するならば、使用される用紙や色材（インク、トナー）等の選択により出
力条件が変化する画像出力装置の場合、出力条件に対応して用意されたプロファイル毎に
別々の出力デバイスがあるものとして扱われる。また、プロファィル選択手段５１で、あ
る出力デバイスのプロファイルを選択したということは、その出力デバイスを選択したこ
とでもある。よって、プロファイル選択手段５１は出力デバイスの選択手段でもある。
【００３６】
　ＰＣＳ編集処理手段５３において、プロファイル・リスト５２から当該選択された複数
の出力デバイスの色域情報を取得し、それら複数の色域に基づいて、ユーザの選択した又
はデフォルト設定のＰＣＳ生成戦略（後述）に対応した所定のＰＣＳ生成方法によりＰＣ
Ｓを自動生成する。ユーザは、ＰＣＳ編集処理手段５３により、自動生成されたＰＣＳの
形状編集（後述）を行うことができる。このようにして作成されたＰＣＳは、配信手段５
４を通じてプロファイルＤＢ２９に登録されるとともに、そのＰＣＳの識別情報がコンテ
ンツ制作サイト２１の各コンテンツ制作者に通知される。
【００３７】
　なお、プロファイル選択手段５１でプロファイルの代わりに既登録のＰＣＳを選択する
ことも可能である。この場合には、プロファイル・リスト５２の生成とＰＣＳ編集処理手
段５３の処理はスキップされ、選択した既登録ＰＣＳの識別情報が配信手段５４からコン
テンツ制作サイト２１の各制作者に通知される（該ＰＣＳの実体はプロファイルＤＢ２９
にある）。
【００３８】
　図４は、プロファイル編集ツールの機能的構成や、コンテンツ制作サイト２１でのプロ
ファイルの編集、コンテンツへのプロファイルの割り付け等の処理を説明するためのブロ
ック図である。図４において、６０はプロファイル編集ツールであり、これはサーバサイ
ト３０のアプリケーション・サーバ２７から提供されてコンテンツ制作サイト２１のＰＣ
１８上で動作する。
【００３９】
　編集サイト２５から通知されたＰＣＳ識別情報は受信手段６１で受け取られる。このＰ
ＣＳ識別情報に基づきＰＣＳ取得手段６２がプロファイルＤＢ２９から該当のＰＣＳの情
報（ＰＣＳの実体）を取得する。このようにして、受信したＰＣＳ識別情報に対応したＰ
ＣＳがプロファイル編集ツール６０にデフォルト設定される。ただし、後述のように、ユ
ーザはファイルブラウザ（不図示）を利用し、プロファイルＤＢ２９に登録されている任
意のＰＣＳを検索し設定することもできる。
【００４０】
　コンテンツ制作サイト２１のユーザは、プロファイル抽出手段６３によって、編集対象
のプロファイルを抽出することができる。ここでは、ＲＧＢ画像データ１９よりＲＧＢプ
ロファイル６４が抽出されるが、ＲＧＢ画像データ１９にプロファイルが割り付けられて
いないときは、デフォルトとしてｓＲＧＢ特性に基づくｓＲＧＢプロファイルで代用され
る。なお、後述するように、ユーザはファイルブラウザ（不図示）を利用し、プロファイ
ルＤＢ２９に登録されているプロファイルを検索し、そのプロファイルを編集対象とする
こともできる。
【００４１】
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　ユーザは、ＧＭＡパラメータ編集手段６８によって、ＲＧＢ画像データ１９の色域を、
設定されたＰＣＳの範囲内に制限する色域圧縮の編集を行うことができる（この編集の詳
細については後述）。この編集の結果は、色域圧縮の制御パラメータであるＧＭＡパラメ
ータ６９としてＧＭＡ６６に渡される。ＧＭＡパラメータ編集手段６８では、編集したＧ
ＭＡパラメータをＧＭＡパラメータＤＢ７０へ保存したり、ＧＭＡパラメータＤＢ７０に
保存されているＧＭＡパラメータを再利用したりすることができる。
【００４２】
　ＧＭＡ６６では、ＧＭＡパラメータ６９に基づいて、編集対象プロファイルであるＲＧ
Ｂプロファイル６４を、設定されたＰＣＳ内の色域内にＬａｂ値をもつＲＧＢプロファイ
ル２０に変換する処理が行われる。この変換後のＲＧＢプロファイル２０では、色域が、
設定されたＰＣＳの範囲内に制限するように修正され、この修正された色域に合わせるよ
うにＲＧＢ→ＰＣＳ変換及びＰＣＳ→ＲＧＢ変換の色変換パラメータが修正される。すな
わち、ＧＭＡ６６は、ユーザによる色域圧縮の編集結果であるＧＭＡパラメータ６９に応
じて、ＲＧＢ画像データの色域を、設定されたＰＣＳの範囲内に制限するように色変換パ
ラメータを修正する手段である。
【００４３】
　コンテンツ制作サイト２１のユーザは、修正（編集）されたＲＧＢプロファイル２０を
ユーザアプリケーション６７に設定して画像編集を行うことができる。そして、編集後の
ＲＧＢ画像データ１９を、それにＲＧＢプロファイル２０を関連づけて、サーバサイト３
０のリソースＤＢ２８にアップロードすることができる。
【００４４】
　以上、コンテンツ制作サイト２１でのＲＧＢプロファイルの修正（編集）について説明
した。
【００４５】
　編集サイト２５においても、プロファイル編集ツール６０を利用し、ＣＭＹＫプロファ
イルに対し、設定したＰＣＳに応じた同様の修正（編集）を行うことができる。すなわち
、編集サイト２５のユーザは、アプリケーション・サーバ２７から提供されるプロファイ
ル編集ツール６０をＰＣ２２上で動作させ、設定したいＰＣＳをプロファイルＤＢ２９よ
りダウンロードし、また、編集対象プロファイルであるＣＭＹＫプロファイルをプロファ
イルＤＢ２９よりダウンロードする。そして、このＣＭＹＫプロファイル２３に対し、色
域を、設定したＰＣＳの範囲内に制限する修正を施し、修正したＣＭＹＫプロファイルを
ＣＭＹＫ画像データ２４に割り付ける処理を行う。このプロファイル割付処理は、アプリ
ケーション・サーバ２７から提供されるドキュメント編集ツール（不図示）を使用する場
合には自動設定される。
【００４６】
　以上に説明したように、ＰＣＳ編集ツール５０を利用し、ユーザは、選択可能な複数の
出力デバイスの中から任意の複数の出力デバイスを選択し、それら出力デバイスのプロフ
ァイルの色域情報を取得し、それら色域に基づき所定のＰＣＳ生成方法によりＰＣＳを生
成し、必要に応じてＰＣＳの形状を編集する。このようにして作成されたＰＣＳをプロフ
ァイル編集ツール６０に設定する。そして、ユーザはＲＧＢプロファイル、ＣＭＹＫプロ
ファイルの色変換パラメータを、色域が、設定したＰＣＳの範囲内に制限されるように修
正し、修正後のプロファイルを原稿画像データ１のＲＧＢ画像データとＣＭＹＫ画像デー
タにそれぞれ関連づける。かくして、図２の色変換手段１６において、ユーザが選択した
複数の出力デバイスの色域に基づいて作成されたＰＣＳを適用した色変換処理を行わせる
ことができる。
【００４７】
　次に、ユーザインタフェースと関連させて、ＰＣＳ編集ツール及びプロファイル編集ツ
ールについてより詳細に説明する。
【００４８】
　図５にＰＣＳ編集ツール５０のユーザインタフェース画面の例を示す。ユーザは、まず
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ＰＣＳ編集ツール５０のユーザインタフェース画面上のＰＣＳ名称表示部７６に、これか
ら作成するＰＣＳの名称を入力する。未入力の場合のデフォルト名称は“名称未設定”に
なっている。
【００４９】
　なお、図３に関連して、プロファイル選択手段５１でプロファイルＤＢ２９に既登録の
ＰＣＳを選択してコンテンツ制作サイト２１のユーザへ通知することも可能であると説明
した。ここで説明する態様においては、ユーザが選択ボタン７７を押下することでファイ
ルブラウザ（図示せず）を起動し、該ファイルブラウザを用いてプロファイルＤＢ２９内
の既登録のＰＣＳを選択し、そのＰＣＳの名称をＰＣＳ名称表示部７６に設定させること
ができる。つまり、ここでは図３のプロファイル選択手段５１により既登録ＰＣＳを選択
する機能を、ファイルブラウザを利用して実現する。ただし、これはあくまで一例にすぎ
ない。そして、ユーザインタフェース画面の下部右端の配信ボタン１１４を押下すること
により、設定した既登録ＰＣＳを配信することができる。
【００５０】
　さて、複数の出力デバイスの色域に基づいて新たなＰＣＳを生成する場合、その複数の
出力デバイスのプロファイルを選択する（ここで、前述したように各用紙プロファイルは
一つの出力デバイスとして扱われる）。このプロファイル選択に関連して、ユーザインタ
フェース画面上にプロファイル・リスト表示部７８と、追加ボタン８２、削除ボタン８３
が設けられている。
【００５１】
　プロファイル・リスト表示部７８に表示される各エントリは、チェックボックス７９、
プロファイル名称８０、重み係数８１で構成される。チェックボックス７９は、エントリ
の有効／無効を指定するスイッチである。チェックボックス７９がチェックされているエ
ントリのみが、以下の編集操作対象として有効となり、チェックの外されたエントリは、
プロファイル・リスト表示部７８に表示されるだけで、以下の処理対象としては無効化さ
れる。すなわち、プロファイル・リスト表示部７８に表示されたプロファイル・リストに
おいて、チェックボックス７９がチェックされているプロファイルのみが有効である。こ
の有効なプロファイルが、図３のプロファイル選択手段５１で選択されたプロファイルに
相当し、図３のプロファイル・リスト５２を構成するプロファイルに相当する。また、重
み係数８１は、０以上の整数値を指定可能であり、後述する加重平均処理の重み係数とし
て使用される。
【００５２】
　初期状態では、プロファイル・リスト表示部７８は空欄である。ユーザは、追加ボタン
８２を押下してファイルブラウザ（図示せず）を起動し、このファイルブラウザを利用し
てプロファイルＤＢ２９内の出力デバイスのプロファイルを選択して、そのエントリをプ
ロファイル・リストに追加することができる。既存エントリを削除したい場合、ユーザは
削除対象とするプロファイル名称を押下して選択状態とした上で削除ボタン８３を押下す
ればよい。
【００５３】
　このように、ここで説明する態様においては、プロファイル・リスト表示部８０とその
チェックボックス７９、追加ボタン８２、削除ボタン８３、追加ボタン８２を押すと起動
するファイルブラウザ等によって、ＰＣＳを生成・編集するための出力デバイスのプロフ
ァイルを選択するプロファイル選択手段５１の機能が実現される。ただし、これはあくま
で一例である。
【００５４】
　図５の例では、プロファイル・リスト表示部７８にプロファイル名称が表示されている
プロファイルのうち、チェックボックスがチェックされている”ｍｙＬＣＤ”、”ＰＰＣ
ｏｌｏｒＬａｓｅｒＭａｔｔｅ”という名称の２つのプロファイルが、ＰＣＳの生成・編
集のためのプロファイルとして選択されている。後の説明では、”ｍｙＬＣＤ”に対応す
る色域を第１の色域、”ＰＰＣｏｌｏｒＬａｓｅｒＭａｔｔｅ”に対応する色域を第２の
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色域と呼ぶ。
【００５５】
　なお、ここではＰＣＳの生成・編集に２つの出力デバイスの色域を用いるものとして説
明するが、３つ以上の出力デバイスの色域を用いることも可能である。また、第１の色域
をＲＧＢモニタ系の色域、第２の色域をプリンタ系の色域としたのは、単に差の大きな色
域を例にした方が説明が分かりやすいという理由からであって、ＰＣＳ作成に利用する出
力デバイスの組み合わせは基本的に任意である。
【００５６】
　図５の説明に戻る。ユーザインタフェース画面において、ＰＣＳ生成戦略表示部８５に
は、ユーザが選択ボタン８６を押下することで表示される選択肢８７の中からユーザによ
って選択されたＰＣＳ生成戦略が表示される。ＰＣＳ生成戦略は、複数の色域に基づいて
ＰＣＳを自動生成する所定のＰＣＳ生成方法に付けられた名称である。本実施形態では、
ＰＣＳ生成方法として、”平均”、”共通”、”包含”の３つの方法が予め用意され、ユ
ーザが任意に選択可能である。ここでは、”平均”がデフォルトのＰＣＳ生成戦略とされ
ている。
【００５７】
　色相グリッド数表示部８８には、ユーザが選択ボタン８９を押下することで表示される
選択肢（図示せず）の中からユーザにより選択された値が表示される。色相グリッド数の
選択肢には、１２，１８，２４，３６があり、そのデフォルト値は２４である。
【００５８】
　グリッド間隔表示部９１には、ユーザが選択ボタン９２を押下することで表示される選
択肢（図示せず）の中からユーザにより選択された値が表示される。色相グリッド間隔の
選択肢には、３０°，２０°，１５°，１０°があり、そのデフォルト値は１５°とされ
ている。なお、色相グリッド数とグリッド間隔値は連動しており、一方の値を変更すると
他方の値も対応した値に自動的に修正される。
【００５９】
　彩度グリッド数表示部９３には、ユーザが選択ボタン９４を押下することで表示される
選択肢（図示せず）の中からユーザにより選択された値が表示される。彩度グリッド数の
選択肢には、３，４，５，６があり、そのデフォルト値は４とされている。
【００６０】
　色相グリッド数および彩度グリッド数は、ＰＣＳ編集ツール５０のユーザインタフェー
ス画面に色相グリッド編集に関連して表示されるグリッドの初期値となる。
【００６１】
　Ｌａｂ空間の部分空間であるＰＣＳは、プロファイル・リストで有効指定された出力デ
バイスのプロファイルの色域に基づいて、ＰＣＳ生成戦略表示部８５に表示されたＰＣＳ
生成戦略に対応した所定のＰＣＳ生成方法により自動生成される。ユーザは、自動生成さ
れたＰＣＳの形状を編集することもできる。このようなＰＣＳの自動生成のための処理手
段とＰＣＳの形状編集のための処理手段は、前述のようにＰＣＳ編集処理手段５３に含ま
れている。
【００６２】
　ＰＣＳ生成戦略に従うＰＣＳの自動生成と、生成されたＰＣＳの形状編集について、ユ
ーザインタフェースと関連させてさらに説明する。
【００６３】
　ＰＣＳ編集ツール５０のユーザインタフェース画面において、左下部分にあるａ－ｂ平
面図１１８には、Ｌａｂ空間のａ－ｂ平面上に投影した第１の色域１０２と第２の色域１
０３が表示される。円環９５は、色相方向の分割位置を定める制御点９７を有している。
この制御点９７は、前述した色相グリッド数表示部８８、あるいはグリッド間隔表示部９
１で指定した値に対応するものが表示される。円環９５上の黒点で示した制御点９７は、
マウスポインタで円環９５に沿って移動させることが可能であり、移動した角度はインジ
ケータ１１５に表示される。また、円環９５上の制御点以外の位置でマウスを右クリック
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することで、追加インジケータ９８が表示され、制御点が追加される。なお、追加インジ
ケータ９８からマウスカーソルを外すと追加操作はキャンセルされる。逆に、円環９５上
の制御点上でマウスを右クリックすると、削除インジケータ９９が表示され、その制御点
が削除される。削除インジケータ９９からマウスカーソルを外すと、削除操作はキャンセ
ルされる。
【００６４】
　初期化ボタン１１６を押下することにより、これら円環９５上のグリッドに施した編集
をキャンセルし、グリッド状態を色相グリッド数表示部８８（あるいはグリッド間隔表示
部９１）で指定されたグリッド状態に戻すことができる。
【００６５】
　また、円環上に二重丸で示した編集色相指示マーカ１０１は、ユーザインタフェース画
面の右下部分に示したＬａｂ空間のＣ－Ｌ断面１１９に表示される色相を指示するもので
ある。Ｃ－Ｌ断面図１１９の色相角表示部１０４には、この編集色相指示マーカ１０１に
連動して色相角が表示される。そして、この色相角での第１の色域１０５と第２の色域１
０７の断面図がＣ－Ｌ断面図１１９上に表示される。
【００６６】
　また、それぞれの色域の最大彩度点１０８，１１０を基準として、彩度を彩度グリッド
表示部９３で指定されたグリッド数等分した色域境界位置に、それぞれの基準制御点が配
置される。図５のＣ－Ｌ断面図１１９では、第１の色域１０５の境界上の制御点は白丸印
（○）で示されており、また、第２の色域１０７上の制御点は白三角印（△）で示されて
いる。
【００６７】
　ＰＣＳ生成戦略表示部８５に表示されているＰＣＳ生成戦略が”平均”の場合、第１と
第２の色域の対応する制御点（図では線分で連結して表示）の重心（即ち加重平均）を初
期値として、この色相でのＰＣＳ断面１０６を規定する制御点（●印）が表示される。つ
まり、ＰＣＳ生成戦略が”平均”の場合、２つの色域に基づいて自動生成されるＰＣＳの
境界を特徴付ける制御点は、第１の色域と第２の色域の対応した制御点を”加重平均”し
たものである。そして、生成されたＰＣＳの当該色相での境界上の制御点が表示される。
【００６８】
　上記加重平均の重み係数として、プロファイル・リスト表示部７８で指定された重み係
数８１が使用される。重み係数８１は、加重平均計算に先立って、プロファイル・リスト
の有効エントリの重み係数の総和が１となるよう予め正規化して使用される。
【００６９】
　ＰＣＳ断面１０６の制御点（●）は、マウスを用いて移動させることができる。さらに
、色相環グリッド編集と同様に、ＰＣＳ断面１０６上でマウスを右クリックすることで、
制御点を追加・削除することができる。このような制御点操作によって、第１と第２の色
域の加重平均により生成されたＰＣＳの形状を編集することができる。これらの編集結果
をリセットする場合、リセットボタン１１７を押下することで、制御点は初期値（対応す
る○と△の重心）に戻される。
【００７０】
　ユーザがＰＣＳ生成戦略として選択肢８７の中の”共通”を選択した場合のＣ－Ｌ断面
図１１９の例を図６に示す。このＰＣＳ生成戦略で自動生成されるＰＣＳの断面１０６は
、当該色相における第１の色域１０５と第２の色域１０７の共通部分として定義される。
また、制御点（●）は、ＰＣＳ断面１０６の最大彩度点１０９の彩度を彩度グリッド数表
示部９３に指定された数だけ等分した彩度上の境界に配置される。すなわち、第１と第２
の色域の共通部分がＰＣＳとして生成される。このＰＣＳに対しても、”平均”の場合と
同様の形状編集が可能である。
【００７１】
　ユーザがＰＣＳ生成戦略として選択肢８７中の“包含”した場合のＣ－Ｌ断面図１１９
の例を図７に示す。このＰＣＳ生成戦略で自動生成されるＰＣＳの断面１０６は、当該色
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相での第１の色域１０５の制御点（○）と第２の色域の制御点（△）をともに含むＣ*方
向に凸な（ＰＣＳ断面１０６の境界をＬ*の関数と見たときにＣ*が極小値を持たない）最
小の多角形として定義される。この場合、ＰＣＳ断面１０６の境界の頂点を構成する色域
断面の制御点をＰＣＳ断面の制御点とする。すなわち、第１と第２の色域を包含する最小
の色域がＰＣＳとして生成される。このＰＣＳに対しても形状編集が可能である。
【００７２】
　図５の説明に戻る。ＰＣＳ編集ツール５０のユーザインタフェース画面の最下段に、Ｐ
ＣＳの編集結果の保存を指示する保存ボタン１１１、編集結果のキャンセルを指示するキ
ャンセルボタン１１２、最後に保存した編集結果に復帰する復帰ボタン１１３、および、
配信ボタン１１４が配置されている。配信ボタン１１４が押下された場合、作成された編
集結果が保存されるとともにサーバサイト３０のプロファイルＤＢ２９に編集されたＰＣ
Ｓがアップロードされ、また、配信先として登録されているユーザに対して当該ＰＣＳの
識別情報が通知される。
【００７３】
　図８に、プロファイル編集ツール６０のユーザインタフェース画面の例を示す。プロフ
ァイル編集ツール６０のユーザインタフェース画面上のプロファイル名称表示部１２５に
は、編集対象とするプロファイルの名称が表示される。対象とするプロファイルとして、
図４に示したプロファイル抽出手段６３により抽出されたプロファイル６４又はプロファ
イルＤＢ２９に登録されているプロファイルを選択可能である。このプロファイルの選択
は、選択ボタン１２６を押下して起動されるファィルブラウザ（図示せず）を利用して行
われる。
【００７４】
　ＰＣＳ名称表示部１２７には、設定されたＰＣＳの名称が表示される。そのデフォルト
値としては、図４の受信手段６１で受信したＰＣＳ識別情報に従ってＰＣＳ取得手段６２
によりプロファイルＤＢ２９よりダウンロードされたＰＣＳの名称が表示される。設定す
るＰＣＳを変更したい場合、選択ボタン１２８を押下して起動されるファイルプラウザを
利用し、プロファイルＤＢ２９に登録されているＰＣＳの中から設定したいＰＣＳを選択
することができる。この場合、ファイルブラウザがＰＣＳ取得手段６２として利用される
わけである。
【００７５】
　ＧＭＡ表示部１２９には、選択ボタン１３０を押下して表示される選択肢１３１中のい
ずれかのＧＭＡ名称が表示される。そのデフォルト値は“定点引き込み”である。
【００７６】
　ユーザインタフェース画面上のａ－ｂ平面図１１８には、編集対象の入力プロファイル
の色域境界と設定されたＰＣＳの境界とが表示され、また、ＰＣＳ編集ツール５０で編集
されたグリッドが表示される。破線で示されている入力プロファイルの色域境界１３６と
グリッドとの交点（○印）が入力制御点である。入力制御点（○）に対応づけられるＰＣ
Ｓ境界１３５上の●印が出力制御点である。色相補正は、この出力制御点を調整すること
で行なわれる。例えば、入力制御点１３３に対応する出力制御点初期値は、同じ色相上の
点（図８では黒ベタ△印の位置）だが、これをマウス用いて出力制御点１３４の位置にド
ラッグすることで、入力色相角３１５°の位置の制御点が色相角３０５°の色相のＰＣＳ
境界に対応づけられる。このときの修正された色相角の情報は、制御点をドラッグしてい
る間、インジケータ１３２に表示される。また、修正された対応する制御点は線分で連結
表示される。
【００７７】
　一方、ユーザインタフェース画面上のＣ－Ｌ断面図１１９には、編集色相指示マーカ１
０１で指示した入力プロファイルの色域断面１３９と、これに対応づけた出力制御点１３
４でのＰＣＳ断面１４０が表示される。このときの入力プロファイルの色域断面１３９の
色相角は色相角表示部１３７に、ＰＣＳ断面１４０の色相角は色相角表示部１３８にそれ
ぞれ表示される。
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【００７８】
　入力プロファイル色域断面１３９の境界上の入力制御点（○）の初期配置は、色域の頂
点１４１の彩度を彩度グリッド数表示部１４７で指示したグリッド数で分割した位置とな
る。グリッド数はＰＣＳ編集の場合と同様に選択ボタン１４８で変更可能となっている。
また、これに対応づけられるＰＣＳ断面１４０の境界上の出力制御点（●）の初期値は、
ＧＭＡ表示部１２９に表示されたＧＭＡ名称によって異なる。
【００７９】
　ＧＭＡ名称として“定点引き込み”が選択されている場合、Ｌ*軸上の定点１４９と入
力制御点（○）とを結ぶ線分と、ＰＣＳ断面１４０の境界との交点が出力制御点（●）の
初期値となる。この出力制御点（●）は、ＰＣＳ断面上であれば、マウスで移動させるこ
とにより調整可能である。図８の例では、頂点１４１に対応する出力制御点の初期位置１
４２を出力制御点１４３に移動している。また、定点１４９もドラッグによる調整が可能
であり、ドラッグ中はインジケータ１４４により明度が表示されるようになっている。
【００８０】
　ＧＭＡ名称の他の選択肢として、”色差最小”、”明度優先”、”彩度優先”がある。
”色差最小”が選択されている場合は、入力制御点に最も近いＰＣＳ断面１４０上の点が
出力制御点の初期位置となる。“明度優先”が選択されている場合は、入力制御点（○）
と等明度のＰＣＳ断面１４０の境界点（対応づけ可能な境界点が無い場合はＬ*軸上の点
）が対応づけられる。“彩度優先”が選択されている場合は、入力制御点（○）と等彩度
のＰＣＳ断面１４０の境界点で入力制御点（○）側に近い点（対応づけ可能な境界点が無
い場合は出力制御点１４３）が対応づけられる。
【００８１】
　入力制御点と出力制御点に対する操作によって、入力プロファイル色域を設定されたＰ
ＣＳの範囲内に制限する色域圧縮を編集することができる。各入力制御点には、それに対
応する出力制御点の方向が規定される。これらの入力制御点と出力制御点への方向ベクト
ルが、図４のＧＭＡパラメータ編集手段６８からＧＭＡパラメータ６９としてＧＭＡ６６
へ渡され、ＧＭＡ６６において入力プロファイルの修正がなされる。
【００８２】
　まず、ＰＣＳ領域外にある入力プロファイル色域の一般の点Ｐに対する色相補正量は、
Ｐを挟む入力制御点の色相補正量を補間（最も簡便には線形補間）で決定する。明度・彩
度補正量に関しても、引き込み方向を線形補間することで引き込み方向が決定される。具
体的には、”定点引き込み”の場合であれば、図９に示す様に、点Ｐを挟む入力制御点の
Ｃ－Ｌ座標をＰ１，Ｐ２として、そこでの引き込み方向を示すＣ－Ｌ面内単位方向ベクト
ルを、それぞれｕ，ｖ、線分Ｐ１Ｐ２と、定点１４４とＰを結ぶ直線との交点をＰ’とす
るとき、ｔを、Ｐ’＝（１－ｔ）Ｐ１＋ｔＰ２となるパラメータとしてｕ’＝（１－ｔ）
ｕ＋ｔｖとなるｕ’をＰに対する引き込み方向とし、Ｐを通ってｕ’方向に向かう直線と
ＰＣＳ境界１４０との交点Ｐ”がＰの対応点となる。その他のＧＭＡ名称が選択された場
合への拡張方法は自明であるので、これ以上の説明は省略する。
【００８３】
　このようにして、入力プロファイル色域をＰＣＳの範囲内に圧縮する色域圧縮方法が確
定すれば、入力プロファイルに含まれるデバイス色→ＰＣＳ変換の色変換パラメータ、Ｐ
ＣＳ→デバイス色変換の色変換パラメータ、色域情報を、設定されたＰＣＳに対応するも
のに容易に修正することができる。この場合、修正された色域情報は、もとの入力プロフ
ァイル色域を設定されたＰＣＳとの共通部分に制限したものとなる。
【００８４】
　以上に説明した実施形態には、次に列挙するようなカラーマネジメント・システムが包
含されている。
【００８５】
　＜Ａ＞　デバイス依存のカラー値で記述された入力画像データに対し、前記デバイス依
存のカラー値をデバイス非依存のカラー値として解釈するための、前記入力画像データに
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関連づけられた入力側色変換パラメータと、前記デバイス非依存のカラー値を出力デバイ
スに依存したカラー値に対応づける出力側色変換パラメータとに基づいて、前記デバイス
非依存のカラー値のなす色空間の部分領域（以下、ＰＣＳと記す）を仲介して、前記出力
デバイスに応じた色変換処理を行う色変換処理手段を備えるカラーマネジメント・システ
ムであって、
　ユーザが、選択可能な複数の出力デバイスの中から複数の出力デバイスを選択するため
の出力デバイス選択手段と、
　前記出力デバイス選択手段によってユーザが選択した複数の出力デバイスそれぞれの前
記色空間における色再現可能範囲（以下、色域と記す）に基づいて、所定のＰＣＳ生成方
法により前記ＰＣＳを自動生成するＰＣＳ生成手段とを備えることを特徴とするカラーマ
ネジメント・システム。
【００８６】
　このような構成によれば、ユーザが出力ターゲットとする複数の出力デバイスを選択す
るだけで、それらの出力デバイスの色域に基づいた適切なＰＣＳを設定可能となる。なお
、上記色変換処理手段は、前記実施形態における色変換手段１６に対応する。また、前記
実施形態において、上記出力デバイス選択手段と上記ＰＣＳ生成手段はそれぞれプロファ
イル編集ツール５０に含まれる。
【００８７】
　＜Ｂ＞　前記カラーマネジメント・システム（Ａ）において、前記ＰＣＳ生成手段によ
り自動生成される前記ＰＣＳは、前記出力デバイス選択手段によってユーザが選択した前
記複数の出力デバイスそれぞれの色域の共通部分より広いことを特徴とするカラーマネジ
メント・システム。
【００８８】
　このような構成によれば、ユーザによって選択された出力デバイス中に色域の小さな出
力デバイスが含まれている場合においても、ＰＣＳの矮小化を回避できる。前記実施形態
において、ＰＣＳ生成戦略として”平均”又は”包含”が選ばれた場合に、生成されるＰ
ＣＳはユーザに選択された出力デバイスそれぞれの色域の共通部分より広くなり、上記カ
ラーマネジメント・システムＢの構成が充足される。
【００８９】
　＜Ｃ＞　前記カラーマネジメント・システム（Ｂ）において、前記ＰＣＳ生成手段によ
り自動生成される前記ＰＣＳの境界を特徴付ける制御点は、前記出力デバイス選択手段に
よってユーザが選択した前記複数の出力デバイスそれぞれの色域の境界を特徴付ける制御
点の加重平均で得られることを特徴とするカラーマネジメント・システム。
【００９０】
　このような構成は、前記実施形態においてＰＣＳ生成戦略として”平均”を選択した場
合に相当する。この構成によって、選択された複数の出力デバイスの中の優先すべき出力
デバイスの色域をＰＣＳの生成において優先させることができる。
【００９１】
　＜Ｄ＞　前記カラーマネジメント・システム（Ｃ）において、前記ＰＣＳ生成手段は前
記加重平均の重み係数をユーザが編集するための手段を含むことを特徴とするカラーマネ
ジメント・システム。
【００９２】
　このような構成によれば、選択された複数の出力デバイスの中の優先すべき出力デバイ
スの色域をＰＣＳの生成において優先させ、かつ、その優先度合をユーザが調整すること
ができる。前記実施形態においては、上記重み係数を編集するための手段はＰＣＳ編集ツ
ール５０に含まれている。
【００９３】
　＜Ｅ＞　前記カラーマネジメント・システム（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）のいずれかにおいて、
前記ＰＣＳ生成手段は自動生成したＰＣＳの形状をユーザが編集するための手段を含むこ
とを特徴とするカラーマネジメント・システム。



(16) JP 2013-168772 A 2013.8.29

10

20

30

40

50

【００９４】
　このような構成によれば、ユーザはＰＣＳの形状の微調整を容易に行うことができる。
前記実施形態においては、上記ＰＣＳ形状編集のための手段はＰＣＳ編集ツール５０に含
まれている。
【００９５】
　＜Ｆ＞　前記カラーマネジメント・システム（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ）のいずれかであっ
て、前記入力画像データに関連づけられた入力側色変換パラメータを、前記入力画像デー
タの前記色空間における色再現範囲（以下、色域と記す）が前記ＰＣＳの範囲に制限され
るように修正する色変換パラメータ修正手段をさらに備えることを特徴とするカラーマネ
ジメント・システム。
【００９６】
　このような構成によれば、協業するワークグループメンバが編集する画像データの色域
を共有すべきＰＣＳの範囲内に制限することが可能となる。前記実施形態において、上記
色変換パラメータ修正手段はプロファイル編集ツール６０に含まれている。
【００９７】
　＜Ｇ＞　前記カラーマネジメント・システム（Ｆ）であって、前記入力画像データの色
域を前記ＰＣＳの範囲に制限する色域圧縮をユーザが編集するための色域圧縮編集手段を
備え、該色域写像編集手段によって編集された色域写像の制御パラメータに基づいて、前
記色変換パラメータ修正手段は前記入力側色変換パラメータを修正することを特徴とする
カラーマネジメント・システム。
【００９８】
　このような構成によれば、協業するワークグループメンバが編集する画像データの色域
を、共有すべきＰＣＳの範囲内に制限する方法を容易に最適化することができる。前記実
施形態において、上記色域圧縮編集手段は前記プロファイル編集ツール６０の含まれてい
る。
【００９９】
　＜Ｈ＞　デバイス依存のカラー値で記述された入力画像データに対し、前記デバイス依
存のカラー値をデバイス非依存のカラー値として解釈するための、前記入力画像データに
関連づけられた入力側色変換パラメータと、前記デバイス非依存のカラー値を出力デバイ
スに依存したカラー値に対応づける出力側色変換パラメータとに基づいて、前記デバイス
非依存のカラー値のなす色空間の部分領域（以下、ＰＣＳと記す）を仲介して、前記出力
デバイスに応じた色変換処理を行う色変換処理手段を備えるカラーマネジメント・システ
ムであって、
　ユーザが、選択可能な複数の出力デバイスの中から複数の出力デバイスを選択するため
の出力デバイス選択手段と、
　前記出力デバイス選択手段によってユーザが選択した複数の出力デバイスそれぞれの前
記色空間における色再現可能範囲（以下、色域と記す）に基づいて、所定のＰＣＳ生成方
法により前記ＰＣＳを自動生成するＰＣＳ生成手段と、
　前記出力側色変換パラメータ及び前記ＰＣＳを保持する、ネットワークに接続されたサ
ーバとを備え、
　前記サーバに保持された前記出力側色変換パラメータ及び前記ＰＣＳを複数のユーザで
ネットワークを介して共有することを特徴とするカラーマネジメント・システム。
【０１００】
　このような構成よれば、色変換処理のＰＣＳを予め固定的に用意されたものにのみ限定
せず、ユーザが出力ターゲットとする出力デバイスを選択する都度、その出力デバイスの
組み合わせに応じたＰＣＳを生成し、このＰＣＳをネットワークを介して協業するワーク
グループメンバ間で容易に共有することができる。なお、上記色変換処理手段は前記実施
形態における色変換手段１６に対応し、また、前記実施形態において上記出力デバイス選
択手段と上記ＰＣＳ生成手段はそれぞれプロファイル編集ツール５０に含まれている。
【０１０１】
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　＜Ｉ＞　前記カラーマネジメント・システム（Ｈ）であって、ネットワークに接続され
たアプリケーション・サーバをさらに備え、前記出力デバイス選択手段及び前記ＰＣＳ生
成手段はネットワークに接続されたユーザＰＣに対して前記アプリケーション・サーバよ
り提供されることを特徴とするカラーマネジメント・システム。
【０１０２】
　このような構成によれば、ワークグループのメンバ間でのＰＣＳ生成手段のバージョン
不整合や、それに起因したＰＣＳの不一致等を容易に回避できる。
【０１０３】
　＜Ｊ＞　前記カラーマネジメント・システム（Ｈ）であって、前記入力画像データに関
連づけられた入力側色変換パラメータを、前記入力画像データの前記色空間における色再
現範囲（以下、色域と記す）が前記ＰＣＳの範囲に制限されるように修正する色変換パラ
メータ修正手段と、ネットワークに接続されたアプリケーション・サーバとをさらに備え
、前記出力デバイス選択手段、前記ＰＣＳ生成手段及び前記色変換パラメータ修正手段は
ネットワークに接続されたユーザＰＣに対して前記アプリケーション・サーバより提供さ
れ、前記ＰＣＳ生成手段は生成したＰＣＳを複数のユーザに通知する手段を含み、前記Ｐ
ＣＳ生成手段により通知されたＰＣＳが前記色変換パラメータ修正手段にデフォルト設定
されることを特徴とするカラーマネジメント・システム。
【０１０４】
　このような構成によれば、ワークグループのメンバそれぞれのＰＣＳ設定作業が自動化
されるためＰＣＳ誤設定が起きにくくなる。ワークグループメンバが編集する画像データ
の色域を共有すべきＰＣＳの範囲内に制限することが可能となる。ワークグループのメン
バ間でのＰＣＳ生成手段のバージョン不整合や、それに起因したＰＣＳの不一致等を容易
に回避できる。前記実施形態において、上記色変換パラメータ修正手段はプロファイル編
集ツール６０に含まれており、上記ＰＣＳを複数のユーザに通知する手段はＰＣＳ編集ツ
ール５０に含まれている。
【０１０５】
　なお、本発明は、以上に説明した態様のみに限定されるものではなく、様々な変形もし
くは修正した態様も本発明に包含される。また、前記実施形態におけるＰＣＳ編集ツール
やプロファイル編集ツールに相当するコンピュータ・プログラムも当然に本発明に包含さ
れる。
【符号の説明】
【０１０６】
１　原稿画像データ
２　ＲＩＰ
１１　画像出力デバイス
１２　出力画像
１３　用紙プロファイルＤＢ
１４　用紙プロファイル
１６　色変換手段
１７　出力サイト
１８，２２　ＰＣ
１９　ＲＧＢ画像データ
２０　ＲＧＢプロファイル
２１　コンテンツ制作サイト
２３　ＣＭＹＫプロファイル
２４　ＣＭＹＫ画像データ
２５　編集サイト
２６　インターネット
２７　アプリケーション・サーバ
２８　リソースＤＢ
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２９　プロファイルＤＢ
３０　サーバサイト
５０　ＰＣＳ編集ツール
５１　プロファイル選択手段
５３　ＰＣＳ編集処理手段
５４　配信手段
６０　プロファイル編集ツール
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１０７】
【特許文献１】特許第３５１３３３４号
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